
       令和３年３月１０日 

保護者の皆さま 

枚方市立中宮中学校 

校長  町田  弘明 

令和２年度学校評価について 

１．学校教育目標 

－ともに学びともに育つ－ 「命」・「学び」・「感性」 

すべての生徒が、社会の中で他者と支え合い自立できるよう、生きる力を育成する 

・自他の命と人権を大切にする心と豊かな感性を育む。 

・他者とつながり、理解し合い、支え合うことの出来るコミュニケーション力を養う。 

《めざす学校像》     《めざす生徒像》     《めざす教職員像》 

力のある学校   社会の中で生きる力のある生徒   力量のある教職員 
 

２．学校経営方針 

●教育の目的、地域の学校の役割を達成し、生徒・保護者から信頼される学校を実現する。 

１．組織的な学校運営の継続・発展  ２．社会の中で他者と支え合い自立する力の育成 

３．学習指導の充実  ４．生徒指導の充実  ５．小中一貫教育の推進、充実 

 

３．本年度の取組内容及び自己評価 

基本 

方策 

項

目 

・本年度の重点目標 ○具体的な取組内容 
（◆活動指標・成果指標） 

□取組内容の自己評価 
◆今年度の肯定的回答％（昨年％） 
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学力向上（学力保障） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会の中で他者と支え合い自立

する力の育成 

 

 

 

①中宮中授業スタイルに基づいた

授業を展開し、基本的な知識技

能の習得、思考力・判断力・表

現力と主体的に学習に取り組む

態度の育成を図る。 

《めあて→本時の授業の確認

→個人で考える時間→班等で

考える時間→書く活動の時間

→発表する時間→振り返り》 

②「主体的・対話的で深い学び」

の授業を実現し、学力（学ぶ力）

を向上させる。 

③トライジャパニーズ・週末宿題

単元テスト・小テスト、補充学

習等、実情を踏まえた学力保障

に、組織的に取り組む。 

④障害のある生徒には、個別の指

導計画・教育支援計画をもとに、

指導方法の研究を深め、生徒や

保護者の意向を受け、十分な配

慮のもとに支援に取組む。 

 

①社会のなかで自立できる生徒を

育てるため、キャリアパスポー

トを作成・活用して義務教育９

年間を見据えたキャリア教育の

充実に努める。 

②一人ひとりの生き方、人権に十

分配慮した進路指導を行い、す

べての生徒が希望する進路を実

現できるように取り組む。 

 

◆学力・学習状況に関する諸調

査の結果の改善 

◆授業力アンケートや学校教

育自己診断などの生徒アン

ケート肯定的回答評価向上 

〇中宮中授業スタイルの授業づくりに

取り組みましたが、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のための臨時休校等

による授業数の不足、授業の遅れを

取り戻すため、授業スタイルが後退し

てしまう面がありました。②感染防止

のために学習班単位のグループ学習

が大きく制限され、「対話的な授業」

づくりをどう進めるかが大きな課題で

す。ペア学習、近くの席の友だちとの

意見交流を取り入れる授業や、全員

配布されたタブレットを活用した対話

的な授業に取組んでいます。 

〇組織的に学力保障に取り組みました

が、基礎学力の定着は未達成です。

より効果的な方法にシフトし、家庭と

連携して家庭学習習慣を定着させる

ことが課題です。 

〇全教職員が連携して障害がある生徒

の支援に取組んでいます。教室の椅

子の足にテニスボールをつけ静かな

環境を整える教室のユニバーサルデ

ザイン化をしています。 

〇２年生の職場体験、1 年生の職業講

話が中止になる中、コロナ禍の下で

のキャリア学習に取組みました。引き

続きキャリア教育の視点から学校の

取組みを充実させていきます。 

〇生徒と繰り返し教育相談を行い、一

人ひとりの思いを大切にした進路指

導に取組みました。様々な事情の中、

希望する進路の実現の支援に取組み

ましました。 

◆授業をわかりやすいように工夫した先

生が多い 93.5 (97) 

◆授業で友だちと話し合う活動が良く

行われている 98.3 (100) 



 ◆自分の考えを発表する機会が与えら

れている 96.0 (99)  

◆家で学校の授業の予習や復習をして

いる 65.4(62) 

◆家で自主的に計画をたてて勉強して

いる 56.9(60) 

◆学校以外の学習時間 1 時間未満 

45.2 

◆将来の進路や生き方について学んだ

り考えたりする機会が多い 83.6 (89) 
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支援教育・人権教育の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳教育の充実 

 

 

 

 

 

 

健やかな体と心を育む教育 

①「ともに学びともに育つ」教育

を推進する。 

②身近な人権課題を解決すること

から、知識の理解だけでなく豊

かな人権意識を育み、行動でき

る生徒の育成を図る。 

③同和教育、在日外国人教育、国

際理解教育、障がい者理解教育、

男女共生教育、性的多様性に関

する教育、人種差別問題や平和

学習等に取り組む。 

④教育活動、指導の在り方につい

て人権教育の視点から検討、改

善に取り組む。 

 

①教職員が一体となり組織的に取

組む生徒指導体制により、規律

ある学校を実現する。 

②学級、学年集団づくりを生徒指

導の土台に据え、自治・自律力

のある生徒を育てる。 

③基本的生活習慣、生活規律、学

習規律を確立させる。 

④日常の見守り、教育相談活動の

充実や生活アンケート、Q-Uテ

ストの取組みなどにより、生徒

の思い、困り感に寄り添う指導

を充実させる。 

⑤いじめ・不登校・虐待に対する

教職員の意識と指導力を高め、

未然防止と的確な初期対応、問

題解決に組織的に取り組む。 

⑥外部機関と的確な連携で、効果

的な生徒支援に取組む。 

 

①読み物教材を使った授業を中心

に、問題解決的な学習や体験的

な学習を適切に取り入れ、学校

の教育活動全体を通じて、道徳

的な心情、判断力、実践意欲と

態度を育成する。 

 

①生徒の実態を踏まえ、生徒の体

力向上や保健教育、命の教育に

組織的に取り組む。 

②コロナウイルス感染症と感染予

防の正しい知識を獲得させ、偏

見や差別なく適切に行動できる

力を身につけさせる。 

 

◆学校教育自己診断などのア

ンケート結果や生徒の生活

に関わる指標の改善につな

げる。 

○部落問題学習など様々な人権課題に

ついて学習する機会を設け、生徒が

生き方を考える事ができるように取

組みました。しかし、学年、学級の友

人との関りを豊かにし、身の回りのい

じめや差別を見抜き、許さない行動

ができるところまで、人権教育や「とも

に学びともに育つ」教育を充実させる

必要があります。 

◆命の大切さや、人権について学んだり

考えたりする機会が多い。96.2 (96) 

○生徒たちの活発な委員会活動も定着

し、学校は全体として落ち着いた状況

です。しかし、授業によっては落ち着

かなくなる場面があるなど、教員も組

織的な対応を進め、授業などの指導

力を向上する必要があります。 

○生活アンケートやQ-Uテスト、教育相

談活動に取組んでいますが、なにより

日頃の生活の中で確かな人権意識を

もって、子どもたちの変化を感じ取る

教師力を高めていきます。 

○遊びやふざけ合いの中に紛れ込む

「いじめ」が起きました。家庭での虐待

が疑われる事案も依然としてありま

す。事案発生に気付けるよう、引き続

き教職員の感度を高め、迅速、適切

な対応で子どもを守り抜ける組織を

整えていきます。 

◆落ち着いた雰囲気の中で授業を受け

ることができている 71.1 (76) 

◆先生は困っているときにいつでも相

談に乗ってくれる 94.8 (97) 

◆学校に行くのが楽しい 90.8(89) 

◆生徒会行事や委員会活動、クラブ活

動に積極的に参加している 94.5(93) 

○学年の教師が授業をする「ローテーシ

ョン道徳」に取組んでいます。外部講

師を招聘した「考え議論する道徳」研

修で授業力向上に取組みました。 

○コロナ感染症予防については学校再

開時の学習のあとも、保健だより等を

通じて繰り返し学ぶ機会を設けてき

ました。PTA から提供していただい

た加湿器が、生徒たちの感染予防に

取組む意識にも大きな効果を上げて

います。保健師による命の学習はで

きませんでした。 

◆命の大切さや、人権について学んだり

考えたりする機会が多い。96.2 (96) 
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教職員研修の充実 ①単元計画、めあての提示など指

導と評価の一体化を図り、効果

ある評価システムを確立する 

②学力向上担当者を中心に校内研

修、学年及び教科の研究授業な

ど組織的な「主体的・対話的で、

深い学び」の授業づくりをすす

める。 

③学力向上委員会を定例的開催

し、生徒の実情を踏まえた学力向

上策を検討、実践する。 

 

④生徒指導主事を中心に学級づく

り、生徒指導の実践交流、研修

に取組み指導力の向上を図る。 

⑤課題を踏まえた人権研修を実施

し、人権教育を充実させる。 

⑥ローテーション道徳を活用した

道徳の指導力の向上と評価の充

実・改善に取組む。 

⑦「めざす生徒像」「生徒に身につ

けさせる力」を共有し、PDCA

サイクルを生かして学校全体の

カリキュラムマネジメントに取

組む。 

 

◆自己診断アンケートの肯定的回

答率の改善につなげる。 

 （教員・生徒・保護者） 

 

○学力向上担当加配教員が中心とな

り、学習部、学力向上委員会、そして

教科部会での授業研究と校内研修に

よって、中宮中スタンダードの授業づ

くりと言語活動の充実に取組みまし

た。教科や学年、グループ単位など

様々な形で実施した研究授業での具

体的な意見交流が、日ごろの授業づ

くりの充実につながっています。 

○年度のスタートにあたって、生徒指導

の具体的な対応についてのマニュア

ルや校内ルポに関する対応などを確

認する研修を行い、毎週の生徒指導

部会で担当者の足並みをそろえるこ

とで組織的な生徒指導体制を構築す

ることができています。 

○多文化のつどいに関わってくださって

いる金先生を講師に招いた研修や、

ビデオを使った部落問題学習研修を

行いました。 

○道徳の授業力向上に向け、関西外大

の太田先生を講師に招いて校内研修

を実施しました。 

○選挙権を持つ「18 歳の時の中宮中

生」の姿をイメージして「中宮中生に

つけさせたい力」を共有する時間を持

ちました。来年度からの新要領全面

実施も念頭において具体的なカリキ

ュラム作りに取組んでいます。 

◆先生は生徒の意見や考えを大切にし

てくれる 95.5(97)  

◆先生は困った時にいつでも相談に乗

ってくれる 94.8(97) 
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小中連携の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

危機管理 

 

 

①義務教育９年間の学びを見据

え、育てる児童・生徒像を共有

して系統的な校区小中一貫教育

を取組む。 

②推進委員会、生徒指導部会、事

務部会などで校区小中学校の教

員の顔が見える交流、情報共有

を実現する。 

 

①新型コロナウイルス感染対策に

組織的に取組み、生徒の命と安

全を守る 

②防災教育や、メディアリテラシ

ー教育を充実させるとともに、

保護者・地域への情報発信によ

り、子どもを育むネットワーク

を構築する。 

 

○推進委員会で育てる子ども像を共有

し、校区一貫教育の方向を確認しまし

たが、その後新型コロナウイルスの感

染拡大で取組は縮小しています。小

学生の中学校訪問は、初めての試み

としてオンラインで実施します。 

○校区の事務職員は中学校の主査が

中心となって校区小学校を兼務し、学

校事務の共同実施に取組んでいま

す。オンラインによる会議も行い、事

務の適正化とスキルアップに取組む

ことができました。 

○登校時の健康観察や検温の徹底、マ

スク着用指導や換気、下校後の消毒

など新型コロナウイルス感染防止に

継続的、組織的に取り組んでいます。 

○臨時休校を機にインターネットに接す

る機会が増えていることから、夏休み

明けすぐに篠原嘉一先生を招いてス

マホ講習会を実施、メディアリテラシ

ー向上に取組みました。ネット依存や

スマホトラブル防止に向け学校での

学習だけでなく、保護者との連携が

必要です。 
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家庭・地域との連携の推進・充

実 

 

 

 

①PTA、地域教育協議会やコミュ

ニティなどの地域団体との情報

交換、共同の取組みに積極的に

参画し、地域の学校としての役

割を果たす。 

②学校便りや学年通信などの発行

物、HPなどの情報発信により、

学校の取組みについての理解促

進に取組む。 

 

◆学校教育自己診断アンケートの

肯定的評価を高める。 

◆小中校区一貫の取組みを充実さ

せる。 

 

 

◆子どもの携帯・スマートフォンの使い

方、使用時間等については安心できる

状態である 57.6(75) 

○コロナ禍で活動が縮小された中、担

当の方たちの協力を得てＰＴＡや地域

協との連携を継続しています。学校

行事においては、ＰＴＡの協力を得て

感染防止を徹底することができ、保護

者の参観も実現できました。 

○学校の取組みを知っていただくため

に学校便りなどの発行物に加えて、ホ

ームページを使った情報発信にも取

り組んでいます。 

◆学校は、ホームページ・学級通信・学

年通信・進路通信・校長通信などで、家

庭との連携、適切な情報提供、意思の

疎 通 を き め 細 か く 行 っ て い る 

81.3(78) 

 

４．次年度に向けて 
項
目 

・内容 ○改善方策 

教

育

課

程 

・

学

習

指

導 

・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の取組

みが今後も求められる中、生徒の安全と健康を

守りながら、学習指導要領の全面実施とＧＩＧ

Ａスクールの実現を達成し、すべての生徒に確

かな学びを保障することが求められている。 

・これまでの取組みを土台に、ＩＣＴを生かした

授業づくりを中心に家庭学習を含めた効果的

で、持続可能な教育課程が求められている。 

・中学校卒業段階の進路先確保にとどまるのでは

なく、卒業後に自立して生きていける力、中宮

中生の生徒たちが成人する１８歳の時に責任

を持つ教育が求められている。 
 

○目指す生徒像「自分と社会を結び付けて
考え、行動することができる生徒」の育
成を意識し、キャリア教育、総合的な学
習を柱としたた教育課程の見直しを進
めます。 

○「考える力」「言語力」「コミュニケーシ
ョン力」を育てる授業、生徒指導を推進
します。 

○ＩＣＴを効果的に活用し、学び方をはぐ
くむ授業づくりと主体的家庭学習習慣
の育成に取組みます。 

研

修 
・全面実施された新学習指導要領の内容を踏まえ

た学習指導と評価が、適切に行えるように継続

した授業研究が求められている。 

・ＩＣＴの可能性を最大限に生かし、生徒の学力

とメディア活用スキルをはぐくむ指導力が求

められている。 

・インターネットの普及や社会のグローバル化の

進展、新型コロナウイルス感染拡大、いじめ、

不登校、学習障害、性の多様化、格差の拡大な

どの社会の変化の中で、生徒に豊かな人権意識

を育むことができるよう、教師の人権意識、知

識、スキルがこれまで以上に求められている。 

・新たな課題が増える中、教職員の多忙化、長時

間勤務、メンタルヘルスの危機に対応すること

が喫緊の課題となっている。 

 

○指導と評価の一体化を意識した「課題」  
 や生徒の主体的な学びにつながる「単元
計画」に焦点を当てた授業づくり研修に
取組みます。 

○教職員が指導に生かせるタブレット活
用研修に取組みます。 

○生徒や社会の実態を踏まえた校内研修
や特別活動、総合的な学習の充実に向け
た課題研究研修を充実させます。 

○ＩＣＴを生かした業務の効率化と合わ
せて教育課程全体の見直しを進め、生徒
と向き合う時間を確保しつつ、教職員の
働き方改革をすすめます。 



保

護

者

地

域

住

民

と

の

連

携 

・新型コロナウイルス感染防止や熱中症予防、ネ

ットに関わる危険、防災など学校と保護者、地

域が連携して子ども守り、育む取組がこれまで

以上に必要になっている。 

・家庭学習習慣の育成や自立する力を育むキャリ

ア教育の充実には、小中9年間の学びを充実さ

せることや、保護者や地域の理解と協力が必要

になっている。 

・学校と保護者、地域との連携や、学校の教育活

動に対する保護者、地域の理解と協力には「開

かれた学校づくり」が必要である。 

・コロナ禍の中、ネットトラブルやネット依存か

ら子どもを守るために、家庭との連携強化のた

めに効果的な発信や研修の機会が、これまで以

上に必要である。 

・地域の学校としての責任を果たすための学校の

取組みについて、保護者や地域の理解と協力が

不可欠である。 
 

○学校便りやホームページ、学年だよりや
学級通信に加えて、生徒指導、保健指導
やカウンセリングルームなどからの情
報発信を充実させて、学校の取組み、教
職員や生徒の様子を保護者や地域に伝
え、理解と協力を求めます。 

○校区小中一貫教育の充実と保護者や地
域との連携の充実に取組みます。 

○新型コロナウイルス禍の中で可能な「開
かれた学校づくり」を検討して、実行し
ます。 

○ＰＴＡと連携してネットに関わる学習
の機会を持ち、生徒とも意見交換し、具
体的なネットルール作りに取組みます。 

○コロナ対策や働き方改革をなどの学校
の取組みについて、保護者・地域の理解
と協力を得られるよう、積極的な情報発
信に取組みます。 

 

 
学校評議員及び学校協議会（紙面での開催）においていただいたご意見、ご助言を踏まえて上記
のように今年度の学校評価を行い、令和３年度の学校運営の充実に取り組んでまいります。 
 
以上、報告させていただきます。  
 


